
紹介『中西仁智雄コレクション　浄瑠璃番付写真集』

19

　
は
じ
め
に

　『
中
西
仁
智
雄

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

浄
瑠
璃
番
付
写
真
集
』（
以
下
、『
番
付
写
真
集
』）
は
、
松
茂
町
歴

史
民
俗
資
料
館
・
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
資
料
館
（
徳
島
県
）
が
所
蔵
す
る
番
付
類

を
年
代
順
に
配
列
、
写
真
版
と
し
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
内

山
美
樹
子
研
究
室
監
修
、
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
調
査
会
編
。
二
〇
〇
五
年
三

月
刊
行
。
百
部
が
製
作
さ
れ
、
公
共
図
書
館
や
専
門
機
関
な
ど
へ
寄
贈
さ
れ

た（
１
）。

　
Ａ
４
判
・
全
六
巻
。
総
一
、
九
三
六
頁
と
い
う
大
冊
が
世
に
出
た
の
は
、
同

館
学
芸
員
・
松
下
師
一
氏
の
熱
意
と
努
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
で
あ
る
。
こ

こ
に
記
し
て
、
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
筆
者
は
、
早
大
内
山
研
究
室
で
の
整
理
と
、
松
茂
町
で
の
『
番
付
写
真
集
』

編
纂
と
の
ふ
た
つ
の
段
階
に
参
加
し
て
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
者

で
あ
る
た
め
、『
番
付
写
真
集
』
の
紹
介
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
『
番
付
写
真
集
』
の
紹
介
と
と
も
に
、
刊
行
の
意
義
を
述
べ
る
こ

と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
な
お
『
番
付
写
真
集
』
六
巻
所
収
の
「
資
料
解
題
」

に
記
す
と
こ
ろ
と
重
複
す
る
点
の
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。

　
刊
行
か
ら
二
年
余
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
に
気
付
い
た
こ
と
や
考
え
を
改
め

た
と
こ
ろ
、
特
に
人
形
浄
瑠
璃
と
い
う
芸
能
、
義
太
夫
節
に
よ
る
人
形
芝
居
の

今
後
に
つ
い
て
想
う
と
こ
ろ
を
、
あ
わ
せ
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
一
、
中
西
仁
智
雄
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
旧
蔵
者
・
中
西
仁
智
雄
氏
に
つ
い
て
記
す
。

　
中
西
氏
は
、
大
正
四
年（
一
九
一
五
）、
松
茂
生
。
昭
和
二
五
年（
一
九
五
〇
）、

医
学
博
士
。
同
年
、
松
茂
に
病
院
を
開
業
す
る
。
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）

以
後
、
松
茂
町
教
育
委
員
、
の
ち
に
教
育
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
。
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
一
月
九
日
死
去
。
享
年
八
十
一
歳
。

　
人
形
浄
瑠
璃
を
愛
好
し
、
文
楽
座
員
と
も
交
遊
す
る
ほ
か
、
浄
瑠
璃
本
や
番

付
、
人
形
の
カ
シ
ラ
な
ど
の
関
係
資
料
を
収
集
さ
れ
た
。
収
集
品
の
内
、
カ
シ

ラ
に
つ
い
て
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
一
）、『
阿
波
の
木
偶
』（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
吾
八
）

を
自
ら
編
集
・
出
版
す
る
な
ど
し
て
、
収
集
家
と
し
て
ひ
ろ
く
知
ら
れ
た
存
在

で
あ
っ
た
。
中
西
氏
は
生
前
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
人
形
浄
瑠
璃
関
係

資
料
を
松
茂
町
に
寄
贈
。
町
で
は
建
設
準
備
中
で
あ
っ
た
歴
史
民
俗
資
料
館
で

受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
て
、
館
の
名
称
に
「
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
資
料
館
」
を
加

え
、
中
西
氏
の
厚
意
に
応
え
た
。
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・
人
形
浄
瑠
璃
芝

紹
介

　『
中
西
仁
智
雄

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

浄
瑠
璃
番
付
写
真
集
』

│
付
論
・
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
現
況
と
問
題

│

神
　
津
　
武
　
男
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居
資
料
館
（
以
下
、
松
茂
町
資
料
館
）
で
は
、
中
西
氏
の
準
備
原
稿
を
元
に
、

浄
瑠
璃
本
（
板
本
）
に
つ
い
て
、『
浄
瑠
璃
本
蔵
書
目
録
１
』（
一
九
九
五
年
）

を
刊
行
、
所
在
を
示
し
た（

２
）。

　
番
付
類
は
、
貼
込
帳
八
冊
（
番
付
貼
り
込
み
）
と
、
未
製
本
の
ま
ま
箱
に
収

納
し
た
分
、
そ
し
て
バ
ラ
の
分
の
、
三
つ
の
ま
と
ま
り
か
ら
成
る
。
貼
込
帳
は

時
代
順
に
編
集
さ
れ
、
早
い
順
に
一
巻
か
ら
八
巻
ま
で
と
数
え
る
。
箱
に
収
め

た
分
を
九
巻
、
バ
ラ
の
分
を
十
巻
と
数
え
た
。
一
巻
か
ら
九
巻
ま
で
は
、
平
成

五
年
の
松
茂
町
資
料
館
開
館
前
に
寄
贈
の
も
の
。
十
巻
は
、
開
館
後
に
追
加
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
、
六
三
四
枚
の
番
付
（
宝
暦
八
年
か
ら
昭
和
二
二

年
ま
で
の
近
世
・
近
代
を
通
し
て
）
を
中
心
に
、
チ
ラ
シ
や
素
人
の
競
演
会
の
番

付
を
含
む
、
巨
大
な
資
料
群
で
あ
る
。
内
容
は
大
坂
で
行
な
わ
れ
た
人
形
浄
瑠

璃
興
行
の
番
付
で
あ
り
、
阿
波
・
淡
路
に
お
け
る
興
行
の
資
料
で
は
な
い
こ
と

を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
成
り
立
ち
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
番
付
写
真
集
』
六
巻
に
所
収
の
、

付
説
「
中
西
仁
智
雄
氏
旧
蔵
「
人
形
浄
瑠
璃
番
付
集
」
の
収
蔵
と
伝
来
に
つ
い

て
」に
当
た
ら
れ
た
い
。
同
文
中
、
松
下
師
一
氏「
収
蔵
と
改
装
の
経
緯
」は
、

久
米
惣
七（

３
）氏
と
共
同
し
て
収
集
し
た
も
の
、
お
よ
び
貼
込
帳
作
成
に
は
久
米
氏

の
関
与
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
筆
者
は
同
じ

く
「
中
西
旧
蔵
番
付
集
の
伝
来
に
関
す
る
小
考
」
に
、
貼
込
帳
作
成
以
前
の
ま

と
ま
り
を
形
成
し
た
人
物
を
、
豊
竹
山
城
少
掾
（
二
世
豊
竹
古
靭
太
夫
）
と
推

定
し
た
。

　
な
お
中
西
氏
の
番
付
類
は
、
す
で
に
国
立
劇
場
に
よ
っ
て
写
真
撮
影
さ
れ
、

『
義
太
夫
年
表

　
近
世
篇
』や
、『
近
代
歌
舞
伎
年
表

　
大
阪
篇
』、
同『
京
都
編
』

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、こ
の
限
り
で
新
出
資
料
は
な
い
。

内
山
氏
の
早
稲
田
大
学
大
学
院
演
習
で
は
、
右
既
刊
諸
資
料
と
中
西
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
を
校
合
し
た
が
、
未
記
載
の
興
行
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た（

４
）。
国
立
劇
場

の
写
真
化
作
業
に
遺
漏
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
ま
ず
述
べ
て
お
き

た
い
。

　
二
、
監
修
の
経
緯
に
つ
い
て

　
内
山
研
究
室
が
『
番
付
写
真
集
』
の
監
修
に
あ
た
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
記
す
。

　
筆
者
が
松
茂
町
資
料
館
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
久
堀
裕
朗
氏
の
御
教
示
に

よ
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
の
、
浄
瑠
璃
本
調
査
の
折
で
あ
っ
た
。

　
二
〇
〇
〇
年
十
月
末
の
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
（
高
知
女
子
大
学
）
の
前

後
二
週
間
を
四
国
四
県
の
浄
瑠
璃
本
調
査
に
あ
て
、
愛
媛
↓
香
川
↓
高
知
↓
徳

島
と
回
っ
た
最
後
の
所
蔵
機
関
が
、
松
茂
町
資
料
館
で
あ
っ
た
。
こ
の
折
、
中

西
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
を
伺
い
、
ま
た
番
付
の
マ
イ
ク
ロ
撮
影
を
終
え
て
お

ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
近
代
の
資
料
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　
内
山
美
樹
子
先
生
の
早
稲
田
大
学
大
学
院
で
の
同
年
度
の
演
習
で
は
、
明
治

期
以
後
の
人
形
浄
瑠
璃
史
を
取
り
上
げ
て
い
た
。
そ
の
資
料
と
も
な
ろ
う
し
、

か
つ
は
未
製
本
分
（
貼
込
帳
以
外
）
の
中
に
『
義
太
夫
年
表

　
近
世
篇
』
に
未

収
録
の
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

│
結
果
的
に
は
無
か
っ
た

の
で
あ
る
が

│
、
研
究
室
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
か
ら
複
製
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
内
山
研
究
室
で
は
二
〇
〇
〇
年
度
中
に
複
製
し
、
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
二

両
年
度
に
複
製
番
付
と
既
刊
諸
資
料
と
の
校
合
作
業
を
進
め
た（

５
）。

　『
番
付
写
真
集
』
は
右
演
習
で
の
成
果
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
る

Ё

。
二
〇

〇
四
年
、
筆
者
は
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
調
査
会
の
調
査
員
と
し
て
、
右
の
校

合
作
業
で
作
成
し
た
カ
ー
ド
と
原
資
料
と
を
突
き
合
わ
せ
、
ま
た
既
刊
諸
資
料

に
再
度
当
た
っ
て
、『
番
付
写
真
集
』
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
基
と
な
る
デ
ー
タ
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ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。

　
貼
込
帳
の
台
紙
に
は
強
い
酸
性
を
示
す
紙
が
用
い
ら
れ
、
と
も
に
酸
性
紙
を

用
い
た
近
代
の
番
付
の
い
く
つ
か
は
劣
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
資
料
保
存
の
観

点
か
ら
全
面
的
な
保
存
処
理

│
番
付
を
台
紙
か
ら
剥
が
し
、
和
紙
に
て
裏
打

ち
す
る

│
を
施
す
必
要
が
あ
っ
た
。
内
山
研
究
室
で
の
調
査
が
進
ん
だ
こ
と

も
決
断
の
契
機
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
保
存
処
理
と
資
料
公
開
に
つ

い
て
、「
平
成
一
六
年
度
徳
島
県
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業
」
資
金

を
導
入
し
て
、『
番
付
写
真
集
』
と
い
う
ひ
と
つ
の
成
果
を
得
る
。
こ
の
松
下

氏
の
決
断
と
実
行
力
に
深
甚
の
敬
意
を
表
し
た
い
。『
番
付
写
真
集
』
が
人
形

浄
瑠
璃
研
究
に
益
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
（
筆
者
が
、

関
係
者
で
あ
る
だ
け
に
い
さ
さ
か
手
前
味
噌
め
く
と
こ
ろ
は
御
容
赦
願
い
ま
す
）。

　
次
に
、『
番
付
写
真
集
』
の
学
術
上
の
価
値
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
三
、『
番
付
写
真
集
』
の
価
値

　
一
個
人
の
、
必
ず
し
も
完
全
で
は
な
い
収
集
資
料
で
あ
り
、
か
つ
す
で
に
他

の
編
纂
物
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
番
付
群
を
、
写
真
版
と
し
て
紹
介

す
る
『
番
付
写
真
集
』
に
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
か
。
疑
問
に
思
わ
れ
る
向

き
も
あ
ろ
う
。

　
内
山
美
樹
子
氏
「
編
集
の
こ
と
ば
」（『
番
付
写
真
集
』
第
一
巻
巻
頭
）
に
、

従
来
、
近
代

│
明
治
・
大
正
・
昭
和
期

│
の
人
形
浄
瑠
璃
番
付
が
、

網
羅
的
な
形
で
写
真
版
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。『
中
西
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
人
形
浄
瑠
璃
番
付
写
真
集
』
は
、
そ
の
最

初
の
試
み
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
同
書
の
刊
行
が
、
人
形
浄
瑠

璃
文
楽
の
近
代
史
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
飛
躍
的
に
進
展
さ
せ
る
契
機
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

と
述
べ
ら
れ
た
通
り
、
近
世
か
ら
近
代
（
昭
和
前
期
ま
で
）
の
人
形
浄
瑠
璃
番

付
を
通
覧
可
能
と
し
た
点
に
、『
番
付
写
真
集
』
の
刊
行
意
義
は
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
義
太
夫
節
人
形
浄
瑠
璃
の
興
行
記
録
は
、

　
　
江
戸
期

　
　
　『
義
太
夫
年
表
　
近
世
篇
』（
八
木
書
店
、
一
九
七
九
〜
一
九
九
〇
年
）

　
　
明
治
期

　
　
　『
義
太
夫
年
表
　
明
治
篇
』（
義
太
夫
年
表
刊
行
会
、
一
九
五
六
年
）

　
　
大
正
期

　
　
　『
義
太
夫
年
表
　
大
正
篇
』（
義
太
夫
年
表
大
正
篇
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
）

と
い
う
年
代
ご
と
に
、
三
篇
が
編
集
さ
れ
て
き
た
。

　
昭
和
期
を
ま
と
め
た
資
料
は
ま
だ
な
く
、

　
　
高
木
浩
志
氏
調
『
文
楽
興
行
記
録

　
昭
和
篇
』（
私
家
版
、
一
九
八
〇
年
）

が
、
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
の
文
楽
協
会
発
足
ま
で
の
記
録
を
網
羅
す
る
。

　
な
お
『
義
太
夫
年
表
』
の
「
近
世
篇
」
と
、「
明
治
篇
」「
大
正
篇
」
と
は
編

集
の
方
針
を
異
に
し
、「
近
世
篇
」
が
本
興
行
以
外
の
巡
業
な
ど
を
も
包
括
的

に
扱
う
の
に
対
し
、「
明
治
篇
」「
大
正
篇
」は
本
興
行
の
み
を
扱
う
。
特
に「
明

治
篇
」
は
、
大
坂
の
本
興
行
に
限
定
す
る
た
め
、
本
興
行
で
あ
っ
て
も
京
都
の

そ
れ
を
立
項
し
な
い
。

　
近
年
、『
近
代
歌
舞
伎
年
表

　
大
阪
篇
』（
八
木
書
店
、
一
九
八
六
〜
一
九
九
五

年
）、『
近
代
歌
舞
伎
年
表

　
京
都
篇
』（
八
木
書
店
、
一
九
九
五
年
〜
二
〇
〇
五
年
）

に
よ
っ
て
、「
明
治
篇
」「
大
正
篇
」
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
興
行
が
紹
介
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
通
覧
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　『
番
付
写
真
集
』
は
総
点
数
か
ら
し
て
各
年
代
各
劇
場
を
網
羅
す
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
偏
り
な
く
収
集
し
た
だ
け
に
、
概
要
と
い
う
か
時
代
の
趨
勢
と
い
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う
か
、
お
よ
そ
の
流
れ
に
つ
い
て
見
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
概
要
を
知
る
。
そ
の
端
的
な
例
の
ひ
と
つ
に
、「
太
夫
」
を
「
大
夫
」
と
書

く
こ
と
を
定
法
と
し
た
座
の
存
在
に
、筆
者
が
気
付
か
さ
れ
た
点
を
挙
げ
た
い
。

　
現
在
の
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
太
夫
た
ち
は
、
職
分
と
し
て
は「
太
夫
」と
し
、

芸
名
と
し
て
は
「
大
夫
」
と
記
す
。
ま
ず
因
会
で
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

以
後
、
三
ツ
和
会
で
も
翌
年
以
降
、「
大
夫
」
と
記
し
、
現
在
に
踏
襲
さ
れ
る

Ж

。

こ
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
豊
竹
山
城
少
掾
の
発
案
と
す
る
説
が
有
力
視
さ
れ

る
が
、
改
め
た
理
由
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。

　
戦
後
の
改
定
以
前
、「
大
夫
」
を
定
法
と
し
た
例
に
、
明
治
四
一
年
（
一
九

〇
八
）
二
月
か
ら
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
十
一
月
ま
で
の
大
阪
堀
江
市
の

側
の
堀
江
座
と
、
同
劇
団
の
移
転
先
で
あ
る
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
一
月

か
ら
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
十
月
ま
で
の
、
大
阪
さ
の
や
橋
南
詰
角
の
近
松

座
の
番
付
が
あ
っ
た

З

。

　
同
劇
団
で
は
、
前
年
に
文
楽
座
を
退
い
た
三
世
竹
本
大
隅
太
夫
を
明
治
四
〇

年
（
一
九
〇
七
）
三
月
、
紋
下
太
夫
（
劇
団
の
統
率
者
）
と
し
て
迎
え
る
。
大
隅

太
夫
は
以
後
、
大
正
二
年（
一
九
一
三
）五
月
ま
で
、
同
劇
団
の
紋
下
を
勤
め
る
。

大
隅
紋
下
で
の
八
回
目
の
興
行
番
付
で
、「
大
夫
」
と
改
ま
る
。

　
大
正
元
年
の
劇
場
移
転
、
同
二
年
の
大
隅
退
座
（
以
後
、
紋
下
太
夫
欄
に
「
株

式
会
社
近
松
座
」
と
記
載
）
を
経
て
、
な
お
翌
大
正
三
年
ま
で
は
「
大
夫
」
表

記
を
堅
持
す
る
が
、
そ
の
後
身
で
あ
る
、
大
正
五
年
次
の
近
松
座
で
の
首
振
り

芝
居
、
お
よ
び
大
正
六
年
以
後
の
京
都
新
京
極
・
竹
豊
座
で
の
興
行
で
は
、「
大

夫
」
と
せ
ず
、「
太
夫
」
に
復
し
て
い
る
。

　
明
治
四
一
年
の
改
定
時
、
特
に
説
明
な
ど
は
番
付
に
な
い
の
で
、
な
ぜ
表
記

を
改
め
た
の
か
理
由
は
判
ら
な
い
。
そ
の
発
意
は
、
時
の
紋
下
太
夫
で
あ
る
三

世
大
隅
太
夫
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
同
人
の
退
座
後
、
劇
団
解
散
に

至
る
ま
で
「
大
夫
」
と
表
記
し
続
け
た
こ
と
か
ら
は
、
劇
団
と
し
て
明
確
な
意

志
を
も
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　『
番
付
写
真
集
』
で
示
せ
ば
、
第
四
巻
の
二
一
四
頁
（
明
治
四
一
年
二
月
興
行
）

か
ら
二
九
二
頁
（
大
正
二
年
十
二
月
興
行
）
を
徒
然
に
繰
っ
て
い
く
内
に
、
文

楽
座
が
「
太
夫
竹
本
摂
津
大
掾
」
の
下
、「
太
夫
」
と
表
記
す
る
の
に
対
し
て
、

一
方
の
堀
江
座
・
近
松
座
（
い
わ
ゆ
る
非
・
文
楽
の
系
統
）
が
「
大
夫
竹
本
大
隅

大
夫
」
を
掲
げ
、
明
確
に
「
大
夫
」
と
記
し
て
対
峙
す
る
様
を
看
取
で
き
た
の

で
あ
る
。

　『
番
付
写
真
集
』
は
単
純
に
年
月
日
順
（『
義
太
夫
年
表

　
近
世
篇
』
に
同
じ
）

に
配
列
す
る
の
で
、
両
劇
団
の
違
い
が
明
瞭
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。
た
と

え
ば
第
四
巻
二
一
四
頁
は
近
松
座
、
二
一
五
頁
は
文
楽
座
と
い
う
よ
う
に
、
ひ

と
つ
の
見
開
き
の
中
に
、
両
座
の
番
付
が
並
ん
で
い
る
。『
義
太
夫
年
表
』の「
明

治
篇
」「
大
正
篇
」
は
劇
場
別
に
分
類
し
た
上
で
年
月
日
順
に
配
列
す
る
の
で
、

両
劇
団
の
番
付
は
「
明
治
篇
」
の
、
四
三
四
頁
と
七
四
六
頁
と
に
分
か
れ
て
置

か
れ
て
い
る
。

　
筆
者
が
こ
こ
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
太
夫
を「
大
夫
」と
表
記
す
る
こ
と
は
、

文
楽
座
の
も
の
で
な
く
、
非
・
文
楽
の
系
統
（
具
体
的
に
は
明
治
四
一
年
か
ら
大

正
三
年
ま
で
の
七
年
間
の
堀
江
座
・
近
松
座
）
の
慣
習
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
み
み
れ
ば
、
文
楽
は
昭
和
二
八
・
九
年
に
、「
非
・

文
楽
」
化
し
た
の
だ
、
と
い
え
る
（
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
）。

　『
義
太
夫
年
表

　
近
世
篇
』
は
、『
番
付
写
真
集
』
第
二
巻
一
三
六
頁
、
同
巻

一
九
二
頁
、
同
二
一
三
頁
の
番
付
の
書
入
れ
を
、「
古
靭
太
夫（
豊
竹
山
城
少
掾
）」

に
よ
る
も
の
と
考
証
し
て
い
る
。
そ
の
二
一
三
頁
の
書
き
入
れ
は
、
明
治
初
期

の
非
・
文
楽
の
系
統
の
主
要
人
物
、
竹
本
山
城
掾
の
経
歴
を
記
し
た
も
の
で
、

そ
の
中
に
、



紹介『中西仁智雄コレクション　浄瑠璃番付写真集』

23

　
　
小
生
ノ
祖
父
師
匠
デ
ア
リ
舛

と
あ
る
。

　
山
城
少
掾
の
師
は
、
二
世
竹
本
津
太
夫
（
竹
本
幡
龍
軒
の
子
）
で
、
こ
れ
が

山
城
掾
の
門
弟
で
あ
っ
た
。
師
弟
の
系
譜
上
、
山
城
掾
は
山
城
少
掾
の
「
祖
父

師
匠
」
に
あ
た
る
。

　
山
城
少
掾
は
文
楽
座
そ
し
て
義
太
夫
節
史
上
、最
後
の
紋
下
太
夫
で
あ
る
が
、

非
・
文
楽
の
系
統
の
師
弟
系
譜
上
に
も
あ
り
、そ
の
た
め
非
・
文
楽
の
系
統（
堀

江
座
・
近
松
座
）
の
慣
習
で
あ
っ
た
「
大
夫
」
表
記
を
採
用
し
た
も
の
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
（
補
注
）。

　
少
な
く
と
も
、
希
代
の
番
付
収
集
家
に
し
て
、
中
西
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
旧
蔵

者
と
も
目
さ
れ
る
山
城
少
掾
が
、「
大
夫
」
表
記
が
非
・
文
楽
の
系
統
の
慣
習

で
あ
る
点
に
無
自
覚
で
あ
っ
た
と
は
、
筆
者
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
近
代
史
」（
前
出
・
内
山
氏
巻
頭
言
）
の
大
き
な
問
題

で
あ
る
、「
大
夫
」
表
記
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
、
筆
者
は
『
番
付
写
真
集
』

に
拠
ら
ず
し
て
は
気
付
き
得
な
か
っ
た
。『
番
付
写
真
集
』
の
効
用
は
、
ほ
か

に
も
あ
ろ
う
。
大
方
の
利
用
を
得
て
、
人
形
浄
瑠
璃
研
究
の
盛
ん
な
る
こ
と
を

念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
四
、『
番
付
写
真
集
』
を
通
覧
し
て
判
る
こ
と

　『
番
付
写
真
集
』
を
通
覧
す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
事
柄

に
つ
い
て
、
筆
者
の
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
　（

１
）　「
建
て
」
と
「
見
取
り
」

　
人
形
浄
瑠
璃
興
行
の
上
演
方
式
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、「
建
て
」
と
「
見

取
り
」
と
い
う
二
つ
の
方
式
が
あ
っ
た
。「
建
て
」
と
は
、
こ
ん
に
ち
で
は
「
通

し
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
元
来
長
編
で
あ
る
一
つ
の
浄
瑠
璃
作

品
（『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
な
ら
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
全
編
）
を
冒
頭
か
ら
上

演
す
る
も
の
で
あ
る
。「
見
取
り
」
と
は
、
複
数
の
作
品
か
ら
、
一
場
面
ず
つ

取
り
集
め
て

│
選
り
取
り
見
取
り
に

│
、
上
演
す
る
も
の
で
あ
る

И

。

　「
建
て
」（
い
わ
ゆ
る
「
通
し
」）
で
あ
る
か
は
、
冒
頭
に
「
大
序
」
が
備
わ
る

か
否
か
で
機
械
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
番
付
写
真
集
』
で
は
興
行

名
に
、
建
て
の
演
目
を
採
用
し
た
（
建
て
の
興
行
で
な
け
れ
ば
、
自
動
的
に
「
見

取
り
興
行
」
と
記
す
）。
第
一
巻
か
ら
通
覧
願
い
た
い
。
一
巻
か
ら
五
巻
ま
で
、

具
体
的
に
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
大
阪
弁
天
座
興
行
ま
で
は
、
基
本
的
に

建
て
が
興
行
の
基
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
。一
説
に
、

近
世
期
に
お
い
て
既
に
、
建
て
か
ら
見
取
り
へ
と
上
演
方
式
が
移
行
し
て
い
た

か
の
如
く
述
べ
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
虚
説
で
あ
る
。
素
人
で
す
ら
、
お

浚
い
会
を
立た
て
が
い会
、「
建
て
」
で
開
い
た
時
代
で
あ
る
（
第
六
巻
二
六
一
頁
「
素
人

の
立
会
」
参
照
の
こ
と
）。

　
で
は
、
見
取
り
が
一
般
化
し
た
時
期
は
い
つ
か
。
人
形
浄
瑠
璃
史
に
お
い
て

「
見
取
り
」
が
上
演
方
式
と
し
て
一
般
化
す
る
の
は
、
昭
和
五
年
以
後
、
四
ツ

橋
文
楽
座
時
代
で
あ
る
。

　
高
木
浩
志
氏
「
激
動
の
昭
和
文
楽
」（
岩
波
講
座
『
歌
舞
伎
・
文
楽
』
第
十
巻
「
今

日
の
文
楽
」、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
所
収
）
中
、「
建
狂
言
か
ら
見
取
り
へ
」

で
は
、
四
ツ
橋
文
楽
座
が
、「
建
て
」（
通
し
）
を
廃
し
、
見
取
り
を
上
演
方
式

と
し
た
こ
と
を
述
べ
て
、



24

義
太
夫
節
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃
は
、
江
戸
時
代
か
ら
時
代
物
の
建
狂
言
に

世
話
物
や
後
に
は
時
代
物
の
切
場
を
付
物
に
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

建
狂
言
を
廃
し
た
こ
と
に
よ
り
、
時
代
狂
言
全
体
の
構
成
や
ロ
マ
ン
を
完

全
に
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
仕
込
み
が
な
く
い
き
な
り
山
場
な
の
で
、

筋
や
人
物
の
成
り
行
き
も
判
ら
な
い
が
、
こ
の
方
針
が
、
昭
和
を
通
じ
て

の
普
通
の
形
と
な
り
、
観
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
予
備
知
識
の
い
る
む
つ

か
し
い
娯
楽
と
化
す
結
果
を
招
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

と
、
そ
の
弊
害
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
四
ツ
橋
文
楽
座
に
お
い
て
、「
見
取
り
」上
演
方
式
が
採
用
さ
れ
た
背
景
を
、

倉
田
喜
弘
氏
「
輝
け
る
明
治
文
楽
」
中
、「
近
松
座
と
そ
の
特
色
」
で
は
、

観
客
は
ま
る
一
日
、
ゆ
っ
く
り
と
聴
く
時
代
で
は
な
い
か
ら
、
開
演
は
午

後
一
時
、
終
演
は
八
時
と
す
る
、
そ
の
間
に
芸
を
聞
か
せ
る
切
場
を
な
る

べ
く
多
く
出
し
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
い
う
魂
胆
で
あ
る
。
一
般
の

受
け
も
よ
く
、
近
松
座
は
切
場
中
心
主
義
を
押
し
通
す
、
こ
の
方
針
は
松

竹
文
楽
も
の
ち
に
採
用
す
る
。

と
述
べ
る
（
前
掲
・
岩
波
講
座
『
歌
舞
伎
・
文
楽
』
第
十
巻
所
収
）。

　
ま
た
垣
内
幸
夫
氏
「
近
代
と
の
摩
擦

│
大
正
期
の
文
楽

│
」
中
、「
興

行
日
数
と
興
行
時
間
」
で
は
、
京
都
の

新
京
極
文
楽
座
に
見
ら
れ
る
時
間
短
縮
は
、
観
客
お
よ
び
時
代
の
要
請
と

い
う
意
味
で
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
付

物
が
出
せ
な
く
な
る
。（
中
略
）
大
正
期
の
興
行
日
数
と
興
行
時
間
の
短

縮
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
の
四
ツ
橋
文
楽
座
本
公
演
で
取
り
入

れ
る
見
取
り
方
式
へ
の
過
渡
期
で
あ
り
模
索
期
で
あ
っ
た

と
指
摘
さ
れ
た
（
前
掲
・
岩
波
講
座
『
歌
舞
伎
・
文
楽
』
第
十
巻
所
収
）。

　
な
お
『
番
付
写
真
集
』
で
み
る
と
新
京
極
文
楽
座
の
興
行
で
あ
っ
て
も
、『
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
』（
五
巻
一
一
七
・
一
一
八
頁
）と『
義
経
千
本
桜
』（
五
巻
一
三
五
・

一
三
六
頁
）
の
二
例
は
建
て
演
目
一
本
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
興
行
に
は
付
け

物
も
備
わ
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
時
間
短
縮
の
結
果
と
し
て
「
付
物
が
出
せ

な
く
な
る
。」と
い
う
状
況
は
、現
代
の
文
楽
が
抱
え
る
問
題
で
も
あ
り
、以
下
、

少
し
詳
し
く
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
近
松
座
（
倉
田
氏
指
摘
）
や
新
京
極
文
楽
座
（
垣
内
氏
指
摘
）
で
行
な
わ
れ
た
、

上
演
時
間
短
縮
の
結
果
、
は
じ
め
に
影
響
を
受
け
た
の
は
、「
建
て
」
の
演
目

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
劇
解
釈
上
、
物
語
世
界
の
大
前
提
を
述
べ
る
と
い
う
意
味

で
、
極
め
て
重
要
な
作
品
の
冒
頭
部
分
「
大
序
」
が
省
略
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
に
お
い
て
は
、
修
行
の
階
梯
の
第
一
歩
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
新
人
は
「
大
序
」
の
修
行
を
経
て
、
次
い
で
序
中
（
五
段
組
織
で
い
う
、

初
段
の
中
盤
部
分
）、
序
切
（
初
段
の
終
局
部
分
）
の
役
場
へ
進
ん
で
い
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
修
行
の
制
度
が
失
わ
れ
た
こ
と
が
、
第
一
の
問
題
で
あ
っ
た
と

筆
者
は
考
え
る
。

　
ま
た
大
序
の
省
略
（
途
中
の
段
か
ら
上
演
す
る
こ
と
）
は
、
高
木
氏
が
指
摘
す

る
と
こ
ろ
の
、
作
品
「
全
体
の
構
成
や
ロ
マ
ン
を
完
全
に
無
視
す
る
こ
と
」
に

他
な
ら
な
い
。見
取
り
方
式
採
用
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、大
序
省
略
の
結
果
が
、

す
な
わ
ち
「
仕
込
み
が
な
く
い
き
な
り
山
場
な
の
で
、
筋
や
人
物
の
成
り
行
き

も
判
ら
」ず
、「
予
備
知
識
の
い
る
む
つ
か
し
い
娯
楽
と
化
す
結
果
を
招
い
た
」、

そ
の
端
緒
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
次
な
る
段
階
と
し
て
、
垣
内
氏
指
摘
の
「
付
物
が
出
せ
な
く
な
る
」
状
況
が

あ
る
の
だ
、
と
考
え
る
。『
番
付
写
真
集
』第
六
巻
の
、「
建
て
演
目
索
引
」と
、

「
付
け
物
演
目
索
引
」
と
を
見
比
べ
ら
れ
た
い
が
、
建
て
と
し
て
全
段
上
演
可

能
な
も
の
と
、
付
け
物
で
の
み
上
演
可
能
な
も
の
、
す
な
わ
ち
部
分
上
演
し
か

出
来
な
い
演
目

│
た
と
え
ば
『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』
第
八
「
順
礼
歌
」
や
、
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『
田
村
麿
鈴
鹿
合
戦
』
三
ノ
切
「
平
次
住
家
」
な
ど

│
が
あ
る
こ
と
を
御
理

解
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
。

　
時
間
短
縮
の
流
れ
の
中
で
起
こ
っ
た
の
は
、
上
演
演
目
の
単
純
化
で
あ
る
。

上
演
時
間
は
減
る
、「
建
て
」
で
上
演
可
能
な
作
品
が
「
付
け
物
」・
見
取
り
の

演
目
と
し
て
部
分
上
演
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、「
付
け
物
」
で
し
か
上
演
で
き
な

い
作
品
に
と
っ
て
は
、
少
な
い
上
演
機
会
を
奪
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
座

主
松
竹
合
名
社
（
現
・
松
竹
株
式
会
社
の
前
身
）
は
戦
時
演
目
を
含
め
て
、
一
幕

物
の
新
作
（「
釣
女
」
や
「
二
人
禿
」
な
ど
）
を
量
産
さ
せ
た
の
で
、
結
果
、
上

演
の
間
遠
な
作
品
は
よ
り
間
遠
と
な
っ
た
。
三
味
線
譜
な
ど
の
記
述
様
式
を
備

え
て
い
た
の
で
義
太
夫
節
の
音
楽
と
し
て
は
伝
承
さ
れ
る
も
の
の
、
い
ま
な
お

口
承
に
よ
る
と
こ
ろ
の
大
き
い
人
形
演
技
に
関
し
て
、「
付
け
物
」
で
し
か
上

演
で
き
な
い
作
品
の
い
く
つ
か
が
、
伝
承
を
失
っ
た
。

　
大
正
期
・
昭
和
前
期
の
上
演
時
間
短
縮
の
影
響
は
、
現
在
の
人
形
浄
瑠
璃
文

楽
も
共
有
す
る
問
題
で
あ
る
。
い
ま
試
み
に
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
七
年

ま
で
の
、
東
京
・
大
阪
興
行
の
上
演
方
式
を
表
に
し
て
み
る
。
31
頁
参
照
。

　〈
巡
業
〉
は
日
本
国
内
各
地
を
ま
わ
る
も
の
、〔
鑑
賞
教
室
〕
は
中
学
生
・
高

校
生
を
主
対
象
と
し
て
解
説
が
付
く
形
式
で
、
い
ず
れ
も
「
見
取
り
」
上
演
方

式
を
採
る
。
表
の
中
で
、
括
弧
【
】〈
〉〔
〕（
）
の
付
か
な
い
、
演
目
名
の
み

を
記
し
た
興
行
が
、「
通
し
狂
言
」（
と
、
国
立
劇
場
・
国
立
文
楽
劇
場
が
謳
っ
た

も
の
）
で
あ
る
。

　
し
か
し
二
〇
〇
一
年
の
四
月
・
十
一
月
、
二
〇
〇
二
年
の
四
・
五
月
、
二
〇

〇
四
年
の
五
月
・
九
月
の
各
公
演
で
は
大
序
を
欠
き
、
伝
統
的
な
建
て
の
形
式

を
備
え
て
い
な
い
。
大
序
を
備
え
、
古
格
に
則
っ
た
建
て
と
し
て
は
、
ゴ
チ
ッ

ク
体
で
示
し
た
八
公
演
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

　
な
お
近
世
期
に
お
い
て
「
通
し
」
は
「
建
て
」
と
同
義
で
あ
っ
た
が
、「
通

し
狂
言
」
と
い
う
語
自
体
が
番
付
上
に
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
大
序
を
備

え
な
い
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
二
月
『
一
谷
嫩
軍
記
』
興
行
（
第
六
巻
七
六
・

七
七
頁
）
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
同
例
に
照
ら
せ
ば
、
国
立
劇
場
・
国
立
文
楽

劇
場
の
語
の
用
法
に
誤
り
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
用
法

│
大
序
な
し
の
上
演

を
、「
通
し
」
と
呼
ぶ
こ
と

│
を
認
め
る
と
す
る
と
、
伝
承
の
基
準
を
昭
和

前
期
以
後
に
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
独
立
行
政
法
人
化
し
た
と
は
い
え
、
何
の

た
め
の
国
家
事
業
で
あ
る
の
か
、
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の

課
題
の
第
一
は
、
伝
承
の
基
準
を
大
正
期
以
前
と
見
定
め
、
建
て
を
興
行
の
基

本
に
据
え
る
こ
と
と
筆
者
は
信
じ
る
。

　
第
二
の
問
題
は
、「
付
物
が
出
せ
な
く
な
る
」
状
況
で
、
二
〇
〇
四
年
の
例

で
い
え
ば
、
二
月
東
京
は
『
国
性
爺
合
戦
』『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』、
七
月
大
阪

は
『
五
天
竺
』『
生
写
朝
顔
話
』『
一
谷
嫩
軍
記
』
な
ど
、
建
て
で
の
上
演
可
能

な
演
目
を
、
わ
ざ
わ
ざ
部
分
上
演
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
公
演
時
間
を
、
付

け
物
と
し
て
の
み
上
演
可
能
な
演
目
に
宛
て
た
な
ら
ば
、
何
作
品
の
伝
承
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
四
ツ
橋
文
楽
座
時
代
に
お
い
て
生
じ
た
悪
弊

を
、
な
お
「
現
代
の
文
楽
が
抱
え
る
問
題
」
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
残
念

な
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
、
四
節
（
１
）
に
記
す
こ
と
は
、『
番
付
写
真
集
』「
資
料
解
題
」
に
記

す
と
こ
ろ
と
ほ
ぼ
同
文
な
の
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
七
年
に
至
っ
て
も
情
況
は
変

わ
ら
ず
、
む
し
ろ
「
通
し
」
を
謳
う
公
演
自
体
が
減
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
悪

化
し
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
加
え
て
東
京
国
立
劇
場
十
二
月
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
に

競
合
し
て
甲
陽
軍
鑑
の
世
界
か
ら
、『
信
州
川
中
島
合
戦
』
を
選
ん
だ
ま
で
は

良
い
と
し
て
、
三
ノ
口
「
輝
虎
配
膳
」
の
み
の
上
演
は
、
許
さ
れ
な
い
。
三
ノ
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切
「
直
江
屋
敷
」
の
伝
承
の
機
会
を
み
す
み
す
逃
す
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
大
阪
国
立
文
楽
劇
場
。
正
月『
二
人
禿
』、『
冥
途
の
飛
脚
』「
道
行
相
合
駕
籠
」。

四
月
、『
心
中
宵
庚
申
』「
道
行
思
ひ
の
短
夜
」。
十
一
月
『
面
売
り
』、『
曽
根

崎
心
中
』。
か
く
ま
で
野
沢
松
之
輔
関
係
曲
を
上
演
せ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。
近
世
期
出
来
の
曲
で
語
る
べ
き
・
弾
く
べ
き
も
の
が
無
い

な
ら
ば
知
ら
ず
、
昭
和
出
来
の
悪
文
章
を
語
ら
せ
て
も
・
弾
か
せ
て
も
若
手
の

修
行
に
は
な
る
ま
い
と
考
え
る
が
如
何
。

　
演
目
選
定
に
つ
い
て
は
一
義
的
に
は
劇
場
側
の
責
任
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

建
て
（
通
し
）
を
公
演
の
基
本
に
据
え
る
こ
と
、
演
目
は
人
形
浄
瑠
璃
が
本
来

的
な
興
行
を
堅
持
し
得
て
い
た
時
代
、
す
な
わ
ち
大
正
期
以
前
の
も
の
に
求
め

る
べ
き
こ
と
を
劇
場
関
係
者
へ
提
案
し
て
お
き
た
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
で
は
そ
の
演
者
た
ち
、
す
な
わ
ち
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
座
技

芸
員
た
ち
に
果
た
し
て
、
建
て
（
通
し
）
を
公
演
の
基
本
に
据
え
る
意
志
が
あ

る
の
か
、
演
目
を
人
形
浄
瑠
璃
が
本
来
的
な
興
行
を
堅
持
し
得
て
い
た
時
代
に

求
め
る
意
志
が
あ
る
の
か
。
筆
者
は
い
ま
懐
疑
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
と
い
う
の
は
、
国
立
劇
場
・
国
立
文
楽
劇
場
に
誤
っ
た
製
作
方
針
が
あ
る
と

仮
定
し
て
、
文
楽
座
の
本
来
的
な
希
望
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
解
釈
し
た

場
合
、
で
は
財
団
法
人
文
楽
協
会
の
自
主
公
演
で
あ
る
三
月
・
十
月
の
巡
業
に

お
い
て
、
な
ぜ
「
建
て
を
採
用
し
な
い
の
か
」「
演
目
を
大
正
期
以
前
に
限
定

し
な
い
の
か
」
と
の
疑
問
が
生
じ
る
。
仮
定
が
誤
り
で
、
そ
の
希
望
が
文
楽
座

自
体
に
無
い
の
だ
と
考
え
る
の
が
自
然
に
思
え
る
。
あ
る
い
は
文
楽
協
会
も
国

立
劇
場
に
同
じ
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
で
も
、
二
〇
〇
七
年
五
月
一
日
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
座
「
御
贔
屓
様
の
集
い
」
の
上
演
作
品
『
二
人
禿
』

な
ど
か
ら
み
れ
ば
、
や
は
り
建
て
へ
の
希
求
も
、
古
演
目
優
先
へ
の
願
望
も
乏

し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
残
念
で
あ
る
。

　
筆
者
の
考
え
る
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
目
下
の
課
題
は
、
次
の
三
条
で
あ
る
。

第
一
は
国
立
劇
場
開
場
以
後
に
通
し
の
演
目
と
成
し
得
た
作
品

КУ

に
つ
い
て
は
、

今
後
通
し
で
の
み
上
演
す
る
こ
と
（
端
場
の
伝
承
を
確
保
す
る
た
め
）。
第
二
に

は
こ
ん
に
ち
の
上
演
時
間
か
ら
す
る
と
通
し
の
演
目
に
付
け
物
を
加
え
る
こ
と

は
難
し
い
か
ら
、
付
け
物
演
目
だ
け
を
並
べ
た
「
み
ど
り
」
の
公
演
を
ご
く
稀

に
行
な
う
こ
と
（
付
け
物
の
伝
承
を
確
保
す
る
た
め
）。
第
三
に
そ
の
上
で
、
通

し
の
演
目
と
し
て
場
面
を
整
え
る
た
め
、
い
わ
ば
急
拵
え
し
て
い
た
端
場

КФ

に
つ

い
て
、
朱
の
伝
存
に
つ
き
再
調
査
を
行
な
っ
て
、
可
能
な
限
り
古
伝
承
に
基
づ

く
も
の
へ
改
め
る
べ
き
こ
と
。

　
莫
大
の
国
家
予
算
を
投
じ
て
確
保
し
た
伝
承
の
機
会
（
国
立
劇
場
・
国
立
文

楽
劇
場
で
の
公
演
時
間
）
を
浪
費
す
る
余
裕
が
、
い
ま
の
文
楽
に
あ
る
と
は
筆

者
に
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
　（

２
）　「
文
楽
」
と
「
非
・
文
楽
」

　『
義
太
夫
年
表

　
明
治
篇
』は
、
大
阪
で
行
な
わ
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
興
行
を
、

文
楽
の
系
統
と
そ
れ
以
外
の
系
統
と
に
二
分
し
て
整
理
し
て
い
る
。
こ
れ
は
文

楽
軒
一
族
の
経
営
に
よ
っ
て
比
較
的
安
定
し
た
形
で
活
動
し
た
系
統
と
、
一
方

で
離
散
集
合
を
繰
り
返
し
つ
つ
も
、
前
者
以
外
の
劇
団
を
組
織
し
続
け
る
も
う

一
つ
の
系
統
と
い
う
、
近
世
期
以
来
の
人
形
浄
瑠
璃
興
行
界
の
動
向
を
よ
く
反

映
し
た
整
理
方
法
で
あ
る
。
な
お
以
下
に
述
べ
る
「
文
楽
軒
」
に
関
し
て
は
、

「
明
治
篇
」
所
収
の
祐
田
善
雄
氏
「
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
の
変
遷
」
中
の
、「
文
楽

の
代
々
」
が
詳
細
で
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　
文
楽
軒
こ
と
正
井
与
兵
衛
（
植
村
へ
の
改
姓
は
明
治
期
。
こ
の
ひ
と
は
正
井
姓
）

は
、
寛
政
ご
ろ
大
坂
で
、
素
人
の
太
夫
と
し
て
活
動
す
る
（
文
楽
の
名
の
み
え
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る
記
録
が
残
る
）
一
方
で
、
大
坂
高
津
辺
に
浄
瑠
璃
稽
古
所
を
営
ん
だ
と
伝
わ

る
（
確
証
な
し
）。
淡
路
の
出
身
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
養
父
（
妻
て
る
の
父
）

が
淡
路
仮
屋
の
庄
屋
で
あ
る
こ
と
、
妻
て
る
が
淡
路
島
に
そ
の
墓
を
営
ん
だ
と

い
う
こ
と
以
外
に
は
、
淡
路
と
の
関
係
を
証
明
す
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
文
楽

軒
を
興
行
師
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
根
拠
が
な
い
。
文
楽
軒
の
孫
・

文
楽
翁
の
代
に
は
、
正
井
家
は
製
薬
商
を
本
業
と
し
た
の
で
、
お
そ
ら
く
は
こ

れ
を
家
業
と
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
与
兵
衛
は
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
七
月
九
日
没
。
文
楽
軒
の
一
族
が
人

形
浄
瑠
璃
興
行
に
関
わ
っ
た
の
は
、
そ
の
翌
年
・
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
以

後
の
こ
と
で
あ
る
。『
番
付
写
真
集
』
で
い
え
ば
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
二

月
・
大
坂
稲
荷
境
内
興
行
（
第
一
巻
七
四
頁
）
な
ど
の
、
番
付
に
押
さ
れ
た
墨

印
「
稲
荷
人
形
文
楽
茶
店
」
に
よ
っ
て
具
体
的
な
関
与
を
知
る
。
茶
店
と
名
乗

る
こ
と
か
ら
、
芝
居
の
表
方
（
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
な
ど
の
劇
場
業
務
）
を
勤
め
た

と
判
る
。

　
近
世
期
の
上
方
（
大
坂
・
京
都
と
そ
の
文
化
圏
）
に
お
い
て
劇
場
名
は
、
所
在

地
名
を
そ
の
ま
ま
に
「
何
処
の
芝
居
」
と
呼
ん
だ
。
そ
う
し
た
慣
習
の
中
に
あ

っ
て
、
た
と
え
ば
六
世
竹
本
染
太
夫
の
日
記
『
染
太
夫
一
代
記
』（
井
野
辺
潔
・

黒
井
乙
也
校
註
、
青
蛙
房
、
一
九
七
三
年
）
な
ど
で
は
、
文
楽
の
劇
場
に
つ
い
て

の
み
地
名
で
な
く
、「
文
楽
の
芝
居
」
と
表
現
す
る
。
こ
の
こ
と
を
、
当
時
の

人
形
浄
瑠
璃
界
に
お
い
て
、
当
該
劇
場
（
と
、
こ
こ
で
活
動
す
る
劇
団
組
織
）
が

格
別
視
さ
れ
た
も
の
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
格
別
視
さ
れ
る
べ
き
根
拠
も
、
文
楽
の
系
統
に
は
備
わ
っ
て
い
た
、
と

考
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
で
は
、
新
人
の
太
夫
は「
大
序
」

の
修
行
を
経
て
、
次
い
で
序
中
（「
じ
ょ
う
な
か
」
と
読
む
）、
序
切
（「
じ
ょ
う

き
り
」
と
読
む
）
へ
進
む
と
さ
れ
る
。
四
ツ
橋
文
楽
座
時
代
に
こ
の
修
行
の
制

度
が
失
わ
れ
た
た
め
に
、
文
楽
で
は
四
世
竹
本
越
路
太
夫
を
最
後
に
、
大
序
の

修
行
を
経
た
太
夫
が
居
な
く
な
っ
た
。
こ
の
「
大
序
」
に
始
ま
る
修
養
課
程
そ

の
も
の
が
、
文
楽
の
系
統
の
発
明
で
あ
っ
た
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊
『
は
な
け
ぬ
き
』
中
の
、「
素
人
よ
り
太
夫
に
な

る
弁
」
に
は
、

竹
本
豊
竹
両
芝
居
に
本
家
有
時
、
座
摩
・
稲
荷
・
お
は
つ
天
神
社
内
に
、

稽
古
場
あ
り
。
太
夫
に
成
ら
ん
と
お
も
ふ
者
は
、
稽
古
場
へ
出
て
修
行
す

る
。評
判
能
ば
本
家
よ
り
呼
出
し
、又
一
座
太
夫
の
内
よ
り
吹
挙
す
る
共
、

一
座
の
太
夫
・
人
形
つ
か
ひ
ま
で
打
寄
、先
目
見
へ
を
き
ゝ
、能
ば
抱
へ
、

悪
敷
ば
か
ゝ
へ
ず
。
抱
へ
る
に
於
て
は
、
鼻
紙
代
と
し
て
金
子
拾
両
出
す
。

役
も
序
中
極
り
な
り
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
新
人
の
出
演
は
、「
序
中
」
と
決
ま
っ
て
い
た
、
と
い
う
。
ま
た
か
つ
て
「
大

序
」
は
、
紋
下
太
夫
が
ひ
と
り
で
出
演
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
が
い

つ
か
ら
多
人
数
の
新
人
太
夫
の
出
演
場
所
と
定
ま
っ
た
も
の
か
、
人
形
浄
瑠
璃

史
上
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る

КХ

。

　『
番
付
写
真
集
』
を
通
覧
す
る
に
、「
大
序
」
の
出
演
者
数
の
増
加
は
、
三
世

竹
本
長
門
太
夫
が
稲
荷
社
内
東
芝
居
で
紋
下
を
勤
め
た
時
代
（
た
と
え
ば
安
政

三
年
（
一
八
五
六
）
十
月
『
岸
姫
松
轡
鑑
』、
第
二
巻
一
六
八
〜
一
七
〇
頁
参
照
）

に
始
ま
る
、
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
新
人
太
夫
の
大
序
出

演
は
こ
れ
以
前
か
ら
始
ま
る
の
で
、
多
人
数
を
競
合
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る

の
が
こ
の
こ
ろ
、
と
述
べ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　「
竹
本
福
徳
来
・
金
沢
入
蔵
」
と
い
う
幽
霊
（
実
在
し
な
い
出
演
者
名
）
を
大

序
に
掲
げ
た
、
非
・
文
楽
の
系
統
の
『
日
蓮
聖
人
御
法
海
』（
第
二
巻
三
四
五
頁
）

は
極
端
な
例
で
あ
る
が
、
時
に
素
浄
瑠
璃
興
行
を
催
し
、
や
は
り
「
竹
本
福
徳
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来
・
金
沢
入
蔵
」
を
冒
頭
に
掲
げ
る
非
・
文
楽
の
系
統
と
、
建
て
を
興
行
の
基

本
と
し
て
揺
る
が
な
い
文
楽
の
系
統
に
お
い
て
、「
大
序
」
の
意
味
付
け
に
は

自
ず
か
ら
相
違
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
明
治
期
に
は
、
文
楽
、
非
・
文

楽
の
両
系
統
に
お
い
て
、
大
序
は
多
人
数
の
新
人
た
ち
の
競
合
の
場
と
な
る
。

　
三
宅
周
太
郎
『
文
楽
の
研
究

КЦ

』「「
大
序
」
の
人
々
」
な
ど
に
よ
り
、
多
人
数

競
合
の
現
場
と
し
て
の
「
大
序
」
は
、
ひ
ろ
く
文
楽
の
系
統
の
象
徴
と
理
解
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
と
て
も
浄
瑠
璃
史
の
上
に
は
、
近
世
末
か
ら
明

治
・
大
正
期
を
中
心
と
し
た
時
期
に
、
あ
る
系
統
に
行
な
わ
れ
た
慣
習
の
ひ
と

つ
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
太
夫
修
養
の
他
の
方
法
を
知
ら
ず
、
か
つ
そ
の
系
統

の
末
裔
で
あ
る
と
名
乗
る
限
り
は
、「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」
は
、
大
序
の
形
式

を
堅
く
守
る
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
、
非
・
文
楽
の
系
統
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
系
統
に
は
、
文
楽
軒
一

族
ほ
ど
の
永
続
性
を
も
つ
経
営
者
が
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
原
因
と
す
る
も

の
で
あ
る
か
、
非
・
文
楽
の
系
統
は
大
坂
（
大
阪
）
の
ほ
か
、
京
都
を
主
要
な

活
動
地
と
し
て
、
ま
た
「
首
振
り
芝
居
」
や
素
浄
瑠
璃
な
ど
の
、
人
形
浄
瑠
璃

と
し
て
は
本
格
で
な
い
興
行
を
活
動
の
一
形
態
と
し
た
。
こ
の
活
動
形
態
の
た

め
に
、
近
世
篇
・
明
治
篇
か
ら
は
一
部
収
録
を
除
外
さ
れ
、
従
来
こ
れ
を
統
一

的
に
眺
め
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。『
番
付
写
真
集
』
の
配
列
方
法

│
単
純
に
上
演
年
月
日
順
に
配
列
す
る

│
に
よ
っ
て
、
非
・
文
楽
の
系
統

の
活
動
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。

　
非
・
文
楽
の
系
統
の
象
徴
的
存
在
が
、
明
治
に
な
っ
て
「
竹
本
山
四
郎
」
を

名
乗
る
（
第
三
巻
三
四
頁
）、
紋
下
太
夫
・
竹
本
山
城
掾
で
あ
る
。
山
城
掾
は
受

領
太
夫
で
あ
り
な
が
ら
、
義
太
夫
節
の
伝
承
の
上
で
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少

な
い
人
物
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
受
領
の
竹
本
越

前
大
掾
（
前
名
・
五
世
染
太
夫
）
と
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
竹
本
摂

津
大
掾
（
前
々
名
・
二
世
越
路
太
夫
、
前
名
・
六
世
春
太
夫
。
受
領
披
露
は
翌
年
）

の
間
に
位
置
す
る
が
、
義
太
夫
節
の
伝
承
の
上
に
、
こ
の
ひ
と
の
名
が
挙
が
る

こ
と
は
、
ま
ず
な
い
。
現
在
の
伝
承
の
基
盤
が
、
文
楽
の
系
統
に
基
づ
く
た
め

と
思
わ
れ
る
。

　
拙
稿
「
お
ど
け
浄
瑠
璃
に
つ
い
て

│
桂
米
朝
師
寄
贈
『
戯
浄
瑠
璃
壺
被
話
』

の
位
置
付
け

│　 КЧ

」
の
準
備
段
階
で
、
山
城
掾
の
出
演
年
譜
を
作
成
し
た
が
、

『
番
付
写
真
集
』
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。『
番
付
写
真
集
』
各

巻
の
前
表
紙
見
返
し
に
は
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
閏
七
月
興
行
の
番
付
（
第

二
巻
一
四
六
頁
）
を
図
案
と
し
て
採
用
し
た
。
山
城
掾
は
前
年
・
嘉
永
六
年
（
一

八
五
三
）
九
月
・
京
都
で
、『
竜
　
宮

骨
稽
話
玉
手
箱
誉
寿
』
を
初
演
し
、
掾
号
受
領
の
披

露
演
目
と
し
た
が
、
大
坂
で
の
披
露
興
行
が
右
の
も
の
で
あ
る
。
図
案
採
用
の

理
由
は
、
今
後
、
非
・
文
楽
の
系
統
の
活
動
を
も
う
一
度
見
直
し
た
形
で
の
、

人
形
浄
瑠
璃
史
研
究
の
進
展
を
願
う
意
味
と
、「
お
ど
け
浄
瑠
璃
」
の
お
お
ら

か
な
魅
力
溢
れ
る
、
あ
の
絵
を
多
く
の
ひ
と
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

た
た
め
、
で
あ
る
。

　
最
後
に
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
み
ど
り
」
を
興
行
の
基
本
と
し
て
、
ま
た

太
夫
を
「
大
夫
」
と
表
記
し
て
、
か
つ
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
を
選
ん
で
大
序

を
出
さ
な
い
と
い
う
、
現
在
の
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
は
、
果
た
し
て
文
楽
の
系
統

に
あ
る
の
か
、
非
・
文
楽
の
系
統
に
あ
る
と
み
る
べ
き
な
の
か
。

　
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
座
技
芸
員
を
は
じ
め
、
文
楽
に
関
わ
る
す
べ
て
の
ひ
と
び

と
に
は
、『
番
付
写
真
集
』
を
亀
鑑
と
し
て
、
文
楽
の
伝
統
を
取
り
戻
す
こ
と

に
多
く
の
努
力
を
傾
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
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ま
と
め
に
か
え
て

　
以
上
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・
人
形
浄
瑠
璃
芝
居

資
料
館
発
行
、『
中
西
仁
智
雄

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

浄
瑠
璃
番
付
写
真
集
』（
早
稲
田
大
学
内
山
美
樹
子

研
究
室
監
修
、
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
調
査
会
編
）
に
つ
い
て
、
紹
介
し
た
。

　
旧
蔵
者
中
西
仁
智
雄
氏
と
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
館
と
の
関
わ
り
（
一
節
）

や
、
早
稲
田
大
学
内
山
美
樹
子
研
究
室
が
監
修
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
（
二

節
）
を
述
べ
た
。
ま
た
刊
行
後
に
筆
者
の
気
付
い
た
点
（
三
節
）
や
、『
番
付
写

真
集
』
第
六
巻
「
資
料
解
題
」
に
も
記
し
た
こ
と
な
が
ら
、『
番
付
写
真
集
』

を
通
覧
す
る
こ
と
で
理
解
さ
れ
る
事
柄
の
内
、演
目
の
建
て
方（
四
節
の
一
）や
、

劇
団
系
統
（
四
節
の
二
）
に
つ
い
て
、
筆
者
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
。
大
方
の

御
批
正
を
賜
り
た
い
。

　
筆
者
に
と
っ
て
の
二
〇
〇
四
年
度
は
、
南
あ
わ
じ
市
（
旧
・
三
原
町
）、
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
で
は
浄
瑠
璃
本
目
録

КШ

を
作
成
す
る
こ
と
も
あ
り
、
東
京
か

ら
通
う
よ
り
は
と
考
え
て
、
徳
島
へ
移
住
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
折
に
出
会

っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
て
い
ま
す
。

（
補
注
）
本
稿
を
査
読
さ
れ
た
内
山
美
樹
子
氏
か
ら
、
師
弟
系
譜
以
上
に
、
三
世

大
隅
太
夫
を
「
音
遣
ひ
の
名
人
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
な
ど
し
た
（
山
口

広
一
氏
著
『
文
楽
の
鑑
賞
』「
三
代
目
大
隅
太
夫
に
就
て
」
参
照
）、
山
城

少
掾
の
私
淑
の
念
を
背
景
に
み
る
べ
き
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
記
し
て
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
注
）

（
１
）
主
な
所
蔵
先
は
次
の
通
り
（
公
共
図
書
館
の
ほ
か
は
、
東
↓
西
の
順
）。
国

立
国
会
図
書
館
（
東
京
本
館
・
関
西
館
）。
都
道
府
県
立
図
書
館
（
宮
崎
県

は
受
け
入
れ
ず
）。
松
竹
大
谷
図
書
館
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
。
国
立
劇

場
。
国
文
学
研
究
資
料
館
。
早
稲
田
大
学（
演
劇
博
物
館
・
中
央
図
書
館
）。

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
。
京
都
府
立
総
合
資
料
館
。
天
理
大
学
附

属
天
理
図
書
館
。
国
立
文
楽
劇
場
。
近
松
研
究
所
。

　
　
　
な
お
個
人
向
け
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
で
の
頒
布
を
計
画
し
た
が
、
画
像
の
解
像
度

や
容
量
の
問
題
か
ら
断
念
し
た
。
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開

を
目
指
し
、
準
備
中
で
あ
る
。
公
開
開
始
の
際
に
は
、
松
茂
町
歴
史
民
俗

資
料
館
・
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
す
る
。

（
２
）
写
本
類
に
つ
い
て
は
仮
目
録
が
備
わ
る
。

（
３
）
一
九
〇
一
│
九
八
。
徳
島
新
聞
社
の
記
者
。『
阿
波
の
人
形
師
』（
徳
島
市

中
央
公
民
館
、
一
九
七
三
年
）
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。

（
４
）
た
だ
し
「
新
出
資
料
は
な
い
」
と
は
い
う
も
の
の
、
既
刊
諸
資
料
の
所
収

対
象
に
漏
れ
た
分
が
僅
か
な
が
ら
あ
る
（
た
と
え
ば
『
義
太
夫
年
表

　
近

世
篇
』
は
、
首
振
り
芝
居
を
対
象
外
と
す
る
）。『
番
付
写
真
集
』
で
は
既

刊
諸
資
料
に
記
載
の
無
い
番
付
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
「﹇
記
載

な
し
﹈」
と
注
記
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
第
六
巻
「
資
料
解
題
」
の
、

「
二
、
既
刊
諸
資
料
に
未
紹
介
の
資
料
に
つ
い
て
」
に
、
次
の
項
目
に
分
け

て
列
挙
し
た
。

　
　
　
　（
１
）　
首
振
り
芝
居

　
　
　
　（
２
）　
大
阪
・
京
都
以
外
の
興
行

　
　
　
　（
３
）　
素
人
の
立
会

　
　
　
　（
４
）　
娘
浄
瑠
璃

　
　
　
　（
５
）　
素
人
競
演
会

（
５
）
当
該
演
習
授
業
で
番
付
整
理
に
関
わ
っ
た
の
は
、
初
年
度
（
二
〇
〇
一
年 

度
）
の
、
田
草
川
み
ず
き
（
現
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）、
伊
藤

り
さ
、
桑
原
博
行
、
龍
城
千
与
枝
。
次
年
度
の
、
今
村
美
都
、
埋
忠
美
沙
、
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近
藤
美
織
、
陳
薏
伊
、
富
澤
美
智
子
、
長
野
晶
子
、
福
田
智
子
の
各
氏
。

（
６
）
近
世
期
の
番
付
に
つ
い
て
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
平
成
十
三
・
十
四
・

十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
（01J01842

）「
正

本（
浄
瑠
璃
本
）に
よ
る
近
世
後
期
人
形
浄
瑠
璃
史
の
研
究
」）に
よ
っ
て
、

神
津
が
整
理
し
た
。

（
７
）
後
掲
・
高
木
浩
志
氏
「
激
動
の
昭
和
文
楽
」（
一
二
五
頁
）
の
指
摘
。
な
お

「
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
改
正

　
財
団
法
人
人
形
浄
瑠
璃
因
協
会

　
大
夫
三

味
線
人
形
顔
附
」
は
す
べ
て
「
大
夫
」
表
記
。
前
年
の
顔
附
は
、「
太
夫
」。

「
大
夫
」
表
記
へ
の
変
更
は
、
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
、
業
界
全
体
の
意
思

と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
と
判
る
。

（
８
）
太
夫
を
「
大
夫
」
と
記
す
例
自
体
は
、
近
世
期
に
も
あ
る
。
浄
瑠
璃
本
奥

付
（
貞
享
三
年
初
演
『
三
世
相
』
八
行
本
・
山
本
板
）、
番
付
（
享
保
一
八

年
『
重
井
筒
容
鏡
』）、
絵
尽
（
延
享
二
年
初
演
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
包
紙
）

に
み
え
る
が
、
各
々
前
後
の
興
行
で
は
「
太
夫
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、

こ
ん
に
ち
の
よ
う
な
表
記
の
統
一
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
９
）
た
だ
し
近
世
期
の
見
取
り
の
興
行
は
、
短
い
建
狂
言
を
備
え
、
一
日
の
は

じ
ま
り
は
「
大
序
」
で
あ
る
（
安
永
元
年
「
見
取
浄
瑠
璃
」
参
照
）
と
い

う
点
が
、
昭
和
五
年
以
後
の
例
と
は
決
定
的
に
異
な
る
。

　
　
　
付
け
物
ば
か
り
を
並
べ
た
現
在
の
見
取
り
興
行
を
、
乱
会
（
ら
ん
が
い
）

と
呼
ん
だ
例
も
あ
り
、
こ
の
方
が
歴
史
的
な
位
置
か
ら
し
て
も
、
ま
た
字

面
か
ら
し
て
も
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
10
）
内
山
美
樹
子
氏
「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
上
演
形
態
」（
同
氏
著
『
浄
瑠
璃
史

の
十
八
世
紀
』、
勉
誠
社
、
一
九
八
九
年
）
に
お
い
て
、「「
通
し
」
で
演
じ

ら
れ
る
時
代
物
及
び
時
代
物
仕
立
て
の
世
話
物
が
、所
謂
建
狂
言
で
あ
る
。」

と
し
て
、「
表
２
」
に
挙
げ
ら
れ
た
内
、「
椿
説
弓
張
月
」
を
除
い
た
、
次

の
三
十
二
作
品
。

　
　
　
芦
屋
道
満
大
内
鑑
、伊
賀
越
道
中
双
六
、一
谷
嫩
軍
記
、妹
背
山
婦
女
庭
訓
、

絵
本
大
功
記
（
太
功
後
編
の
旗
颺
を
含
む
）、
奥
州
安
達
原
　
近
江
源
氏

先
陣
館
（
鎌
倉
三
代
記
と
併
せ
て
）、
加
ゞ
見
山
旧
錦
絵
（
加
々
見
山
廓
写

本
を
含
む
）、
敵
討
襤
褸
錦
、
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
、
鬼
一
法
眼
三
略
巻
、
祇

園
祭
礼
信
仰
記
、
源
平
布
引
滝
、
恋
女
房
染
分
手
綱
、
国
性
爺
合
戦
、
碁

太
平
記
白
石
噺
、
五
天
竺
、
生
写
朝
顔
話
、、
新
う
す
ゆ
き
物
語
、
神
霊
矢

口
渡
、
菅
原
伝
授
手
習
鑑
、
摂
州
合
邦
辻
、
玉
藻
前
曦
袂
、
夏
祭
浪
花
鑑
、

八
陳
守
護
城
、彦
山
権
現
誓
助
剣
、ひ
ら
か
な
盛
衰
記
、双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
、

本
朝
廿
四
孝
、
伽
羅
先
代
萩（
伊
達
競
阿
国
戯
場
を
含
む
）、
義
経
千
本
桜
。

（
11
）
復
活
時
に
、
伝
承
に
基
づ
か
な
い
省
略
や
書
き
換
え
を
施
し
た
も
の
。

（
12
）
同
課
題
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
井
野
辺
潔
氏
「
浄
瑠
璃
の
大

序

│
そ
の
成
立
と
崩
壊

│
」（
同
氏
著『
浄
瑠
璃
史
考
説
』、
風
間
書
房
、

一
九
九
一
年
所
収
）
が
あ
る
。
井
野
辺
氏
氏
も
、

幕
末
に
は
、
つ
い
に
か
け
出
し
太
夫
の
修
行
の
場
と
な
り
、
大
序
語

り
と
い
う
ひ
と
つ
の
階
級
名
と
も
な
っ
て
い
く
。

　
　
　
と
述
べ
て
、
近
世
末
の
変
化
を
し
て
お
ら
れ
る
。

（
13
）
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
参
照
。
初
版
は
一
九
三
〇
年
。

（
14
）『
演
劇
研
究
』
第
二
八
号
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
三
月

所
収
。

（
15
）
二
〇
〇
三
年
八
月
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
研
究
の
第
一
人
者
で
郷
土
史
家
の

新
見
貫
次
氏
の
旧
蔵
浄
瑠
璃
本
が
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
へ
寄
託
さ

れ
た
。
資
料
館
で
は
当
該
資
料
の
受
け
入
れ
を
機
に
蔵
書
目
録
を
整
備
す

る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
整
理
を
久
堀
裕
朗
氏
と
神
津
が
共
同
で
進
め
る
こ

と
を
許
さ
れ
、
板
本
を
神
津
、
写
本
を
久
堀
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。

　
　
　
二
〇
〇
五
年
四
月
、『
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
所
蔵
資
料
目
録

　
浄
瑠
璃

本
』
発
行
。
目
録
版
下
作
成
な
ど
最
終
的
な
段
階
で
久
堀
氏
に
大
い
に
御

尽
力
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
休
日
返
上
で
作
業
の
進
行
を
応
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
南
あ
わ
じ
市
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
・
正
井
良
徳
館
長
、
ま
た
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
研
究
の

た
め
と
し
て
、
亡
父
の
資
料
を
寄
託
し
公
開
利
用
を
許
さ
れ
た
新
見
紘
一

氏
に
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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表
・
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
興
行
一
覧

月

場
所

二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
二
年

二
〇
〇
三
年

二
〇
〇
四
年

二
〇
〇
五
年

二
〇
〇
六
年

二
〇
〇
七
年

１

大
阪

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

２

東
京

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

３

各
地

〈
巡
業
〉

〈
巡
業
〉

〈
巡
業
〉

〈
巡
業
〉

〈
巡
業
〉

〈
巡
業
〉

〈
巡
業
〉

４

大
阪

加
賀
見
山
旧
錦
絵

菅
原
伝
授
手
習
鑑

【
見
取
り
】

義
経
千
本
桜

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

５

東
京

【
見
取
り
】

菅
原
伝
授
手
習
鑑

【
見
取
り
】

妹
背
山
婦
女
庭
訓

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

絵
本
大
功
記

６

大
阪

〔
鑑
賞
教
室
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

７

大
阪

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

８

（
休
み
）

（
休
み
）

（
休
み
）

（
休
み
）

（
休
み
）

（
休
み
）

（
休
み
）

９

東
京

本
朝
廿
四
孝

【
見
取
り
】

義
経
千
本
桜

双
蝶
蝶
曲
輪
日
記

芦
屋
道
満
大
内
鑑

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

【
見
取
り
】

10

各
地

〈
巡
業
〉

〈
巡
業
〉

〈
巡
業
〉

〈
巡
業
〉

〈
巡
業
〉

〈
巡
業
〉

〈
巡
業
〉

11

大
阪

本
朝
廿
四
孝

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

本
朝
廿
四
孝

【
見
取
り
】

【
見
取
り
】

12

東
京

〔
若
手
公
演
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

〔
若
手
公
演
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

〔
若
手
公
演
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

〔
若
手
公
演
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

〔
若
手
公
演
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

〔
若
手
公
演
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

〔
若
手
公
演
〕

〔
鑑
賞
教
室
〕

※
「
場
所
」
欄
の
、「
大
阪
」
は
国
立
文
楽
劇
場
、「
東
京
」
は
国
立
小
劇
場
。

※
二
〇
〇
四
年
九
月
は
、
第
二
部
「
恋
女
房
染
分
手
綱
」。

※
二
〇
〇
五
年
九
月
は
大
序
を
備
え
な
が
ら
、「
通
し
狂
言
」
と
は
記
さ
な
い
。
第
二
部
は
み
ど
り
。

※
二
〇
〇
六
年
九
月
は
、
三
部
制
と
し
て
実
質
五
割
増
し
の
料
金
。
入
れ
替
え
が
無
駄
に
増
え
た
た
め
、「
文
使
い
」
省
略
。
不
見
識
。


